
 

船舶事故調査報告書 

令和６年７月２４日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 乗揚 

発生日時 令和６年１月２７日 ２１時３０分ごろ（発見時刻） 

発生場所 銚子港（利根川河口付近） 

 銚子港一ノ島灯台から真方位２０４°６００ｍ付近 

 （概位 北緯３５°４４.６′ 東経１４０°５１.２′） 

事故の概要  作業船第八常陸
ひ た ち

丸、作業船第一常陸
ひ た ち

丸及び台船ＤＢ５１８は、係留

中、係留ロープが破断し、漂流して利根川河口の浅所に乗り揚げた。 

事故調査の経過 令和６年１月３１日、主管調査官（横浜事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 作業船 第八常陸丸、１５トン 

   ２３２－１５９０６茨城、三国屋建設株式会社（Ａ社） 

Ｂ 作業船 第一常陸丸、６.１トン 

   ２６０－４６５０８茨城、Ａ社 

Ｃ 台船 ＤＢ５１８、５００トン 

   なし、Ａ社 

 乗組員等に関する情報 船長Ａ、一級小型・特殊・特定 

船長Ｂ、二級小型 

 負傷者 なし 

 損傷 Ａ 左舷船底及び左舷舷側に凹損及び擦過傷等 

Ｂ 船底キールに凹損及び擦過傷等 

Ｃ 船尾船底に凹損等 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北北西、風速 約４m/s、視界 良好 

海象：うねり 波向北東、波高約２ｍ、潮汐 下げ潮の末期 

 銚子市には、１月２７日１５時５１分に波浪注意報が発表され、本

事故当時も継続中であった。 

 事故の経過 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ａ船は、船長Ａが１人で乗り組み、Ｂ船は、船長Ｂが１人で乗り組

み、係留作業を行っていた。 

 Ａ船、Ｂ船及びＣ船は、船首を東方に向けたクレーン台船（以下

「Ｄ船」という。）の左舷側にＣ船、Ａ船及びＢ船の順に横列にな

り、船首を西方に向けて左舷着けし、無人の状態で係留を開始した。 

 Ｄ船の左舷側には、Ｃ船と他の台船が縦列に係留していた。 

 Ａ社担当者は、係留状況を確認に行ったところ、Ｃ船をＤ船に係留

していた全ての係留ロープが破断し、Ａ船、Ｂ船及びＣ船（以下「Ｃ

船等」という。）が一団となって漂流していたのを認め、その後陸上

から浅所に乗り揚げていたＣ船等を発見した。 

 Ｃ船等は、後日、Ａ社所有の作業船により、浅所から引き出され



 

た。 

 Ａ船及びＢ船は、本事故当日、船首尾からＣ船に係留ロープを２本

ずつ取っていた。 

 Ｃ船は、ふだん船首部及び船尾部から１本ずつ係留ロープを取って

いたが、本事故当日は波浪注意報が発表されていたので、左舷中央部

の係留ロープを２本、左舷船尾部から係留ロープ１本を取っていた。 

 Ａ社担当者は、Ｄ船にＣ船と他の台船を係留していたが、Ｄ船の船

体からＣ船の船体がはみ出し、Ｃ船の船首部からＤ船に係留ロープが

取れない状態で係留しており、うねり等を受けたＣ船の船体動揺によ

り係留ロープが破断したので、Ｄ船に係留する台船を１隻にすれば良

かったと本事故後に思った。 

 本事故発生場所付近は、利根川河口付近であり、うねり等の影響を

受けやすい流域であった。 

 Ａ船の喫水は、船首約１.０ｍ、船尾約１.８ｍであった。 

 Ｂ船の喫水は、船首約０.５ｍ、船尾約１.５ｍであった。 

 Ｃ船の喫水は、船首尾共に約０.７５ｍであった。 

分析 Ｃ船等は、波浪注意報が発表されている状況下、うねり等を受ける

状況で係留中、Ｃ船の船首部がＤ船の船体からはみ出して係留し、同

部からＤ船に係留ロープが取れない状態で係留を続けていたことか

ら、Ｃ船の船体動揺により係留ロープが破断し、漂流して浅所に乗り

揚げたものと考えられる。 

Ｃ船等は、波浪注意報が発表されている状況下、うねり等を受ける

状況で係留中、Ｃ船をＤ船に係留するに当たり、Ｄ船の船体からＣ船

の船体がはみ出し、Ｃ船の船首部からＤ船に係留ロープが取れない状

態で係留を続けていたことから、Ｃ船の船体動揺により係留ロープが

破断し、漂流して浅所に乗り揚げたものと考えられる。 

原因  本事故は、夜間、Ｃ船等が、波浪注意報が発表されている状況下、

うねり等を受ける状況で係留中、Ｃ船の船首部がＤ船の船体からはみ

出して係留し、同部からＤ船に係留ロープが取れない状態で係留を続

けていたため、Ｃ船の船体動揺により係留ロープが破断し、漂流して

浅所に乗り揚げたものと考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・船長は、うねり等を受ける状況で係留する際、船首部及び船尾部

から確実に係留ロープを取ること。  
 


